
○アスパラガス栽培について
　促成アスパラでは、株養成の終盤になってきまし

た。
　株の肥大を促進していくために、亜リン酸資材の
散布を行なっていきましょう。
　ＰＳダッシュＭＥネオやエレマックス赤などを
１，０００倍に薄めて散布してください。

アスパラガス

○きゃべつ栽培について
　きゃべつは重量野菜ではありますが、作業日数が
少なく、収穫調整作業も包丁１本で行えます。
　兼業農家でも無理なく作業ができる１０ａ程度であ

れば作付可能だと思います。また、前に作付されて
いた経験者の方もぜひ作付をお願い致します。
　次年度、初夏穫りきゃべつの作付けにチャレンジ
したい方は営農企画課までお問合せ下さい。
　秋冬きゃべつの収穫期は、病害虫防除の徹底と適
期収穫を心掛けてください。

白神きゃべつ

○みょうが栽培について
　次年度用の敷きわらの確保は１０ａあたり水田３０ａ
分を目安に行いましょう。

白神みょうが

○長ねぎ栽培について
　稲刈り後の病害虫防除を行いましょう！！
◎べと・さび病
　今年べと・さび病が多発した（梅雨時期）圃場の
周辺では再発する可能性があります。
　気温が徐々に涼しくなると、病害が発生しやすい
条件となりますのでご注意下さい。
◎黒斑・葉枯病（黄色斑紋病斑（マダラ模様））
　葉先枯れや病害痕、虫の食害痕等に黒斑・葉枯病
が発生しています。

　気温の低下と共に、葉枯病は黄色斑紋病斑（マダ
ラ模様）になるので防除が必要です。
　また、収穫遅れが発生を助長します。
◎ネギアザミウマ
　７／下～８／上の干ばつ・高温で多発傾向となっ
ています。
　今後冷涼になれば発生は減少するものの、被害は
なくなりません。
［防除ポイント］
　・定期的な薬剤散布（７～１０日間隔）
　・粒剤の併用
　・同系統薬剤の連続使用を避ける
　・異系統薬剤の混合散布

白神ねぎ

○山うど栽培について
　茎葉の刈り取り（１１月中旬～）
　・�茎葉の刈り取りは低温に遭遇し、茎葉が十分黄
化して茎が空洞化した頃に茎葉の刈り取り作業
を行って下さい。

　　�枯れ上がりが遅いほど休眠覚醒までに時間を要
するため注意が必要です。

　株の掘り取り（１１月下旬～１２月中旬）
　・�掘り取り時に土を落とし、霜害に遭わないよう
その日の内に搬出する。搬出後は、ジベレリン
の効果を上げるため、根株の土を洗い流した
後、株が白くなる程度乾かす。

白神山うど
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